








要約:ハイリスク児のケアシステムの確立に資するを目的に、過去 2 年に引き続きいて 5

分担課題について研究を行った.周産期医療システムの評価に関する研究では地域周産期

医療整備状況の調査成績に基づいて、母子救急救命センターを中心とした地域周産期医療

計画を提言した.ハイリスク児の予防に関する研究においては、早産防止対策の一つとし

て経膣超音波断層法による頸管長の測定の有用性、感染チェックの重要性が示された。ハ

イリスク児の調査に関する研究では、NICU 退院後の超低出生体重児のフォローアップの

現状調査と親の養育不安について調査を行い、、共通フォローアッププロトコールの重要

性と親の支援体制の確立の必要性を示した.また、新生児仮死の予防に CTG の詳細な観察

が重要であると結論した.ハイリスク児の管理に関する研究にあっては、極低出生体重児

の 10 歳までの発育基準値の完成、薬物投与母体からの出生児チェックリストの作成、慢

性肺疾患Ⅲ型の亜型の新設、心エコーによる肺高血圧チェック法の作成、ICD-10 導入に

伴う胎児胎内発育基準値の改訂が行われた.ハイリスク児の地域ケアのあり方に関する研

究では、極低出生体重児の早期介入の効果、就学前後の発達変化、発達チェックプロトコ

ールの作成、が行われた.


